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第 375回千葉医学会例会産婦人科分科会
日時昭和36年 11月25日 場所千葉大学医学部附属病院屋階大講堂 
1) 	 躍塗涼標本の鐘光顕微鏡像
産婦人科岩瀬秀一，鈴木祥司 
蛍光色素としでアクリジンオレンジを使用した
AOは二つの核酸を鑑別して染色できる。即 RNA
の増加は赤撞色の笠光となり， DNAの増加は緑白色 
の笠光となって現われる。閏定方法は Bertalanfby
等l乙従い 95%のアノレコー ルで、固定し， 下降アルコ 
ール通過の後 pH6の AOで染色するスメアの所見
は基底細胞から表層細胞に及ぶにつれて，細胞質は
赤褐色より灰緑色lとなり，核はほぼ同じく緑白色な
いし緑黄色に染色される。白血球は核は緑白色にそ 
まり非常にうすい緑白色の細胞質が見られる。赤血
球は蛍光を発しないトリコモナスは虫体，鞭毛は赤
撞色l乙核は緑白色にそまる。悪性細胞では細胞質は
強い赤援色にそまり，核は黄緑色にそまる。核小体
は強い赤澄色にそまり数ケ増大して見られる。その
他に核の変化等を参加托すれば悪性細胞の診断はか 
なり正確にできるものと思われる。 AOによる染色 
方法は簡単で6分間しか要せずスメアの診断価値は
高いものと思われる。
2) 放射線照射時に於ける子宮頚癌の組織細胞化
学的研究(第 1報文献的考察〉
宇田川敏二
放射線による子宮頚癌の肉眼的変化，それを裏付
ける形態学的変化に関して諸家の多くの報告があり 
ほぼ一定しているが，線量との関係については感受 
性及び照射条件等複雑な因子の介在の為見解がまち
まちである。組織化学的検索に関する報告は未だ少
なく， 2，3の代表的な物質にとどまる。即ち多糖類
については照射により増量し，核酸は DNA，RNA 
共に減少するが DNAの減少の方が著しく，アJレカ
リ性フォスファターゼについては照射により陽性と
なり退行過程と共に著明となるが壊死になると陰性
化する。間質の変化はいづれの物質についても著差
はみない。いづれの変化も癌組織の代謝機能の減退
乃至障害児帰してはいるが本質的な乙とにはふれて
いない状態である。今後の課題であり，癌の実態に
せまる為には更に放射線による癌組織の核酸，蛋白 
多糖類，脂肪，酵素等広汎に組織化学的検索し，そ
の影響変化を追求するととであると信ずる。
3) 腹水肝癌 mitochondriaによる 
neotetrazoliumの還元
麻生芳郎，永田一郎 
コハク酸を基質として， その酸化と， Neotetra-
zoliumを電子受容体としてその還元をカップルさ
せる酵素系を， Succinate-Neotetrazolium redu-
ctaseと呼んでいるが， 乙の酵素系は細胞のミトコ
〉ドリヤ分画に限局されている。
正常肝，再生肝及び，腹水肝癌ミトコンドリヤに
おける， Succinate N. T. reductase活性を比較し
Tこと乙ろ，何れも，最近電子伝達系の lipid性因子
として発見された Coenzyme QYCよって著しく増
強することを認めた。
さらに叉，コハク酸の代りに種々の基質を用いた
所， αー ゲリセロ燐酸を基質とした場合?と，正常肝ミ
トコンドリヤは活性を示さないが， AH 130，AH79 
74の腹水肝癌ミトコンドリヤでは明らかに Neote-
trazoliumの還元が見られ癌の特異性と思われるも
のを認めた。
尚乙の成績の組織学的，細胞学的方面の利用に就 
いては現在検討中である。
4) 子宮躍部における S.H基及び S.S基の
組織化学的研究	 (第 1報〉
片山純男 
S.H基検出法として優れていると云われている
Barrnett-Seligmanの DDD司 azo反応を用いて，
手術摘出標本及び外来試験切除による子宮陸部の正
常組織と頚部癌とを染め，その染色法の検討と S.H
基及び S.S基の正常組織と癌組織に於ける比較を
行った。
正常表皮に於ては基底層の原形質に中等量見られ
上層へ働くに従い減量する傾向にあるが，角化層へ
移るとその原形質膜は濃染する。核に於ては核小体
に著明広反応が見られ，核質には殆んど存在しな
い。癌組織と比較すると， Foraker等が報じている
如く特異的な所見は得られなかったが，核質に染ま
っている部がありやや統ーを欠く傾向がある。
Smear f"C於ける顕微測光法による比較含量測定
の一部も併せ報告する。
